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図2 STEP別課題の挿入イメージ

図3 最終到達STEPの割合の比較

しまう。周りの友達が成功しているところを見る
と競争意識がわき，自分の取り組む意欲も向上す
るように見受けられる。何度も何度も失敗しても
書き続け，成功したら「先生！先生！先生！」と
嬉しそうに報告しに来てくれる。実際に配膳ロボ
ットを始めると，授業が始まる前からプログラミ
ングに取り組む生徒が増えた。また，授業終了の
チャイムになると，「もう終わり？つまんな」と
言われ，とても授業に集中している姿が目に映っ
た。
このようにロボットを使ったプログラミング教
育は興味・関心を引き出すには非常に有効ではあ
るが，指導上の留意点も多い。まず，ハードウェ
アなので故障の心配がある。42台購入して，うま
く設定しないと動かないものも2，3台ほどあ
る。生徒人数以上に万が一に備えて少し多く購入
しておかなければならない。そして，初年度に指
導を行う場合，想定外のトラブルもある。しかし
この点に関しては，次年度以降慣れる。本校には
もう一人情報を教える専任教諭がいるが，2年目
以降は慣れてロボットの動作行為を見てすぐプロ
グラムのコードの修正箇所を指摘できるようにな
っている。

6．ふり返りと次年度への変更

一昨年度は表2のSTEP8は設定しておらず，
STEP9をSTEP8の課題にしていたが，その
STEP8で手がとまってしまう生徒が多かった。
そこで，より段階的にSTEPを進められるように
昨年度は，一昨年度のSTEP8をSTEP9とし，
間に新たに表2のようにSTEP8を設定した（図
2）。

そして，筆者が担当したクラスで，最終到達
STEPの割合を一昨年度と昨年度で比較を行った
（図3）。

グラフから見てわかるように，一昨年度は
STEP7で停まっていた約51％の生徒を昨年度は
28％と少なくすることができ，STEP8以降に誘
導できている。さらに昨年度のSTEP9以降も一
昨年度と同じ内容にも関わらず，徐々に増えてい
ることがわかる。難易度が高いプログラム課題の
場合，間に中間課題を設定して段階を踏ませた課
題を用意しておくと，うまくいくことが多いと考
えている。

8．おわりに

筆者はプログラミング指導で生徒の手が止まっ
てしまう場合は，2つの対策を主にしている。1
つ目は，上記に挙げた「コードの分解」，そして，
2つ目は，「例文コードの提示」である。
1つ目のコードの分解に関して，その課題の全
体のコード量を10とした場合，3の量のレベルの
課題，6の量のレベルの課題などを作っていき，
段階を踏ませる課題を間に追加することが多い。
つまり，少し書いたら実行，少し書いたら実行と
いうように，コードを膨らまして書いていくよう
な課題を設定することが重要であると考えてい
る。
2つ目の例文コードの提示に関して，ヒントを
与えたり，例文コードを与えたり，そこから考え
させるような課題に作り替えていたり，テスト前
に正解のコードを見せたりするようにして理解の
調整を図っている。
例えば，一昨年度，プログラミングPython基
礎課題の⑥for文と配列の項目において，指定さ
れた配列の要素に対して，それが素数か合成数か
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を判定する問題を設定していた（コード1）。こ
の場合，★には配列の要素をただ表示させる問題
を写経型（1行目から6行目まで）で出し，★★
★に素数か合成数かを判定させるお題型の問題を
出していた（1行目から16行目まで）。しかし，
やはり多くの生徒が止まってしまった。そこで昨
年度から中間課題を設定し，★★の摂動型の問題
を作った。for文の中にfor文を作る訓練をさせる
ために，「5，2，3，4，7，2，3，4，5，6，9，2，3，4，・・・・」
というように配列の要素を表示させたあと，2か
らその数－1までを表示させるような途中経過の
問題を設定した（1行目から9行目までだが，7
行目は書かなくてもよい）。一部の生徒は手が動
いたが，これでもfor文の引数の中に，変数や配
列変数を指定できるという細かい文法作法を知ら
ない生徒がいるため，今年度はさらに例文コード
の提示を行う予定である。九九の1の段から5の
段までのサンプルコードと，for文の引数に，具
体的な数字だけではなく，変数や配列変数を書く

ことも可能であるサンプルコードを載せるように
作り替えたのでそれらを授業で展開していこうと
試みている。
このように，プログラミングの授業および，振
り返りをまとめていったが，本校の授業プリン
ト（8）をご覧いただく場合，「配膳ロボット プロ
グラミング教育」で検索していただければ，情報
が載っているのでそちらも適宜参考にしていただ
ければ幸いである。
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コード1 配列の要素のそれぞれの数は素数か合成数かを
調べる一般的なコード

（1） # Imports go at the top
（2） from microbit import *
（3）
（4） Num =［5, 7, 9, 11, 35］
（5） for i in range（0, 5）:
（6） # display.scroll（Num［i］）
（7） prime = True
（8） for j in range（2,Num［i］）:
（9） # display.scroll（j）
（10） if Num［i］％ j == 0:
（11） prime = False
（12） break
（13） if prime:
（14） display.scroll（str（Num［i］）+ ’=p’）
（15） else:
（16） display.scroll（str（Num［i］）+ ’=c’）
※micro:bitのdisplay.scroll（）はPythonのprint（）と同じ よ
うな意味である。


